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中年期の女性の心理的発達課題に関する一考察
一女性の充実感に影響を与える事柄を手がかりに一
上 西 幸 代
【要旨】
面接調査を行い、女性の充実感に影響 を与える事柄を手がかりに、中年期の女性が抱える心理的なテーマについ
て考察を行った。本稿では、まず中年期の危機について概説し、中年期の心理的な特徴には肯定的 ・否定的側面の
両方があり、中年期は危機を内包する時期であることを確認 した。次に面接調査の結果を参考に、中年期の女性が
抱える現実的な問題 として、①子どもの自立、②夫婦関係、③更年期障害をはじめとする身体と心の変化、④親の
介護 ・他界、⑤子 どもの独立後の時間をあげ、そのそれぞれを女性はどのような体験 として受け止めているのか、
について考察を行った。最後に、自己の有限性の認識と視座の転換をキーワー ドに、中年期の女性が抱えていると
思われる内的 ・心理的発達課題 ・テーマについて考察した。
1.は じめに
中年期 には、家族関係の再編が大 きなテーマの一つであるように思われる。子 ども達は成長 し、やがて
大学入学や就職、結婚を機に家 を出てい く。子 どもが結婚 をした場合 は、その配偶者 との関係が生まれ、
さらには孫の誕生 も経験する。一方で、両親 は年老いて、やがては死 を迎える。人生の折 り返 し地点に立
った とき、女性 は今 までの人生 をどのようにふ りかえり、 自身のライフス トーリーに組み込んでい くのだ
ろうか。女性の充実感に影響を与える事柄を手がか りに、中年期の女性が抱 える問題やテーマを浮かびあ
がらせたい。
2.中 年期の危機 につ いて
中年期 をいつ頃 と定義す るかは、研究者によって異 なっている。Levinson(1978)は成人中期 を40～60歳
とし、特に40～45歳を 「人生半ばの移行期」 としている。岡本(1994)は中年期 を、30代後半から50代後
半 までとし、なかで も36～45歳と56～65歳の二つの時期 を、急激な意識内容の変化が体験されやすい転換
期である と指摘 している。また、堀内(1993)の研究では、中年期 を40～65歳までと規定 している。
小此木(1983)は、中年期は 「人生のクライマ ックスに達する年代である と同時 に、 クライマ ックスか
ら老いに向か う下降の始 まる年代」であると述べている。
中年期のとらえ方 には、大 きく分 けて、中年期は危機期であるとする もの と平穏期であるとするものの
2種類があるが、実際 にはその両面 を併せ持つ と考 えるのが妥当であるように思 われる。Bude坦975)や岡
本(1985)、堀内(1993)は、中年期の心理的な特徴 として肯定的 ・否定的側面の両方 を掲 げている。
岡本(1994)は、中年期について、次の ように述べている。
一般に、中年期は、生物学的にも社会的 ・心理学的にも、また家族発達の側面から見ても変化の多い
時期である。身体的には体力の衰えを感 じ始め、職業的には自分の能力や地位の拡大に限界が見え始め
る時期であ り、さらにまた、若い頃設定 した自らの 「人生の夢」 とその達成度について改めて問い直さ
れるときでもある。多くの家庭では、子ども達は青年期に達し自立しようとしている。
中年期には、人格の様々な側面において成熟と貧困さが顕著にあらわれ、若さと老いの感覚の対立、
創造と破壊 ・断念の対立、愛着と分離の葛藤、男性性と女性性の葛藤と拮抗、能動性と受動性の対立な
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ど、相反する感情や自我の体勢の拮抗や葛藤が顕在化されやすい(岡本1990)。
この ように考 えると、中年期 は 「人格 の成熟 ・統合 の方向 と対 抗 ・破滅 の方向へ の分かれ 目」(岡本
1990)であ り、危機 を内包する時期であるといえる。
それでは、いったい中年期の危機は具体的にどのような形 を伴 って、女性 の前 に立ち現れて くるのであ
ろうか。以下の面接調査 の結果 を参考に、中年期 の女性が抱 える現実的な問題について、その代表的なも
のをあげてみる。
3.中年期の女性がおかれている状況
1)調 査
(1)目的
中年期の女性がおかれている状況や抱 えるテーマについて考察する。
(2)対象者の構成
42～59歳の母親22名(平均 年齢52.7歳)(A～Vさんとす る)。
(3)調査時期
1995年10月～11月。
(4)調査方法
半構造面i接。面接時間は30～120分、ほ とん どの面接は個室にて行 われた。
(5)調査 の内容
インタビュー調査の内容は以下の通 りである。
①対象者の現在の年齢、職業、家族構成、子 どもの人数やその状況について
②子 どもの自立 に対する意識 について
③対象者の生 きがいにっいて
④対象者の充実感について
20歳～現在 に至るまでで、充実感 あるいは空虚感が どのように変化 したかをグラフ(図1)に 記入 し
てもらい、そのグラフが変化 した際の理由やきっかけについて尋ねる。今回の調査では、充実感の対概
念 を空虚感 として定義 して用いた。
⑤今後の展望
これか らどうしてい きたいと思うか、 どうなった らいいと思 うか、 について尋ねた。
→
?
?
?
?
?
?
←
20 30 40 50 60
図1 毎日の充実感に対する充実度グラフの用紙
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2)結 果
今回は特 に、母親の充実感 と今後の展望 に関する結果 に焦点を当てて述べ る。
(1)充実感 ・空虚感が変化 した きっかけ ・理由
充実感が増 した理由 ・きっかけ、あるいは高い充実感 を保ち続ける理由を調べるために、充実感 グラフ
が上昇 した理由 ・きっかけ、 グラフが高い値を保って下降 しない理由 を整理 したところ、表1のようにな
った。反対に、空虚感が増 した理由 ・きっかけ、あるいは空虚感 を感 じつづける理由 を調べるために、充
実感 グラフが下降 した理由 ・きっかけ、グラフが低 い値 を保 ち上昇 しない理由を整理 した ところ、表2の
ようになった。
(2>今後 どうしていきたいか
「これか らこうしてい きたい、 こうなったら良いなあ と思 うことは何 ですか」 とい う問いに対する答 え
を整理 した ところ、表3のようになった。
表1 充実感が増した理由 ・きっかけ
子育てが忙 しい
子どもが手を離れて
気持ちの変化 ・ふっきれた ・開き直り
家族 ・夫婦関係の改善
子どもの成長 ・あるいは子 どもの成長が楽しい
仕事を始めた ・趣味を仕事 として教え始めた
新 しい趣味 ・趣味 をより深 く
親の態度の軟化 ・他界
自分の結婚
安定 して落ち着いて毎 日が送れるようになった
子どもの安定(結 婚 ・就職など)
子どもの結婚 による新 しい家族の獲得 ・孫の誕生
転居
家を建てて張り切 ろうと思った
社会参加
(人数)
9
5
5
5
4
4
4
3
3
3
2
2
1
1
1
(複数回答)
表2 充実感が減った(空虚感が増した)理由 ・きっかけ
(人数)
両親の同居 ・介護
子 どもがついてこな くて寂しい ・反抗期 ・自立
夫の状況(死.・病気 ・単身赴任 ・関係悪化)
体調不良 ・体力の衰退 ・更年期
中だるみ ・なんとな く面白くない
子育てが大変
自分の結婚(自 由がきかない ・婚家先の人間関係)
子 どもが思い通 りにならない(進路など)
転勤の不安 ・住環境が悪い
「色々あった」な ど明言 を避けたもの
親の病気
このままでいいのかと我に返って
仕事を辞めた
7
6
5
4
4
3
2
2
2
2
1
1
1
(複数回答)
表3 今後の希望
自分 ・あるいは家族の健康
子どもの結婚
趣味(仕事 をのぞ く)にとりくむ
夫婦仲良 く(共通の趣味 ・老後を共に ・一緒 に旅行)
仕事の継続
迷惑をかけないように生きる(特に老後)
社会参加
友達 と仲良く
孫の誕生 ・健やかな成長
子どもが長く家 にいて欲 しい ・結婚 しても近 くに
子どもの将来を援助
親を送る
早 く死にたい
平和にもめ事なく(家族 ・親戚)
(人数>
15
5
5
4
3
2
2
2
2
2
1
1
1
1
(複数 回答)
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3)考 察
これ らの結果 と調査時の対象者の発言をもとに、 中年期女性 の抱 える代表的な現実的 ・実際的な問題 に
ついて整理する。
(D子どもの自立
調査 の結果 を見てみる と、表1～3のすべてにおいて子 どもの項 目が多いことが特徴的である。子 どもの
状態は母親 の充実感 を左右する大 きな要因であるといえるだろ う。
子 どもは、生 まれてか らたいてい15年、20年、あるいはそれ以上 という長い年月 を親の もとで過 ごし、
旅立 って行 く。女性 は、出産後長期 にわたって母親 として過ご し、子 どもが 自立 してい くにしたが って母
親役割の終了 ・縮小 を経験する。子 どもの自立 は、中年期 にある母親 にとって大 きな出来事の一つである
と言 ってよいであろ う。
子 どもが親か らの分離を試み ようとする青年期以前、つ まり小学校 ぐらいの年齢 の頃までは、母親は子
どもの世話で非常 に忙 しい毎 日を送 る。ある対象者はこれを 『24時間ぴっち り生 きてるってい う感 じ」
(Cさん)と 表現 した。 この時期 は親子で ともに行動す ることも多 く、親子が比較的密着 した関係にある
ため、子 どもの成長 も日々手 に取 るように伝わ り 「子 どもの成長が楽 しい」 と充実感 を感 じる人 も多かっ
た。反面、この時期には 『ず っと子育てだから、充実 というよりは しん どいことも半分あるし、嫌 だなと
思 うこともあるで しょう?自 分の思 う通 りにならない事 もいっぱいあるし』(1さん)と い うように、 自分
の思い通 りに事 を運ぶことがで きないという思いやや りたいことができないという焦 りなどから空虚感を
感 じる人 もみられた。
子 どもは、思春期 を迎えると外の世界 に関心を持ち始め、親を避けた り無愛想 になった り親 とよりも友
達 とのつきあい を優先 した りし始める。斉藤(199Dは 、思春期 になると 「親子の間に長期にわたって定
着 している 『一定のつきあいパ ターン』、双方のr呼 吸」が急激に崩 される」 と述べてお り、落合(1979)
は、女性 は41-44歳で子 どもの親離れ を実感 し、子離れの寂 しさから無気力 ・孤独 ・寂 しさを感 じると報
告 している。今回の調査結果で も、充実感が減少 したきっかけに 「子どもがついて こな くて寂 しい、子 ど
もの反抗期」 をあげた人があった。
一般的に子 どもが 自立 して く様子は、親にとって喜ばしいことであると同時に、淋 しくもまた悲 しくも
あることが多い。 しか し、なか には子 どもの愛着や依存 を失 うことを耐 え難 く感 じる母親 もみ られる。東
山(1991)は、金銭的に余裕がある親にとって経済的に自立 させる必要のない子 どもの親離れは、親子で
暮 らした家族の死 を意味 し、親 はこれか ら夫婦だけの新 しい家族 を作 り上げていかなければならないが、
老後のイメージは喪失であるためにこれを成 し遂げるのは至難の業である、と指摘 している。岡本(1994)
によれば、子 どもの 自立 による母親役割の喪失感、「空の巣」の状況 に対す る不安定感 は、時 に台所症候
群、アルコール依存症、空虚感 ・無力感 ・抑欝感のような不定愁訴の背景に もな りうるという。今回の調
査で も、『子 どもは私 を見捨 ててるで しょ?最 近、それでむな しい、 ものすご く。その分(自 分は)友 達
とは遊べてそっちはそっちで楽 しいけど、子 どもが帰って くるのが遅かった り、お友達 とどこかへ行 った
りして、私一人だけになるときがあると、やっぱ り寂 しい』 とい うAさんの ように、子 どもが社会に出て
行 くことに対 して空虚感 を覚えるという人 もあ り、子 どもと離れる寂 しさを味 わいた くない、いつ まで も
親密 な親子関係であ りたい という願いか ら、今後 も 『子 どもが長 く家 にいて欲 しい』(Aさん)、『結婚 し
て も近 くにいて欲 しい』(Lさん)と 述べた人 も2名あった。
しか し、子 どもが 自立に向か うプロセスは比較的長 く、実際には、母親の多 くは寂 しさを感 じつつ も、
徐 々に新 しい関係 に移行 してい く人が多いようである(上 西1999)。また、子 どもの自立への動 きそれ自
体は好 ましい もの と捉え られ ているように思 われた。今後の希望 として5人の対象者が 「子 どもの結婚」
をあげていたが、それには次に紹介する ように 「子 どもの結婚」に よって安心 したい、肩の荷 を降ろした
い、自分のことに打 ち込みたいという思いが強 く感 じられる。
『(子どもにとって)結 婚がすべて とい うわけ じゃないけど、やっぱ り安心す るから」(Vさん)
『(これか らは趣味 を生か して社会参加 をし、元気で楽 しく暮 らして行 くしかない。)はや くそ うなって
くれたらいい とも思 う。子 どもが早 く独立 して くれた らいいなあって思 うんだけど』(1さん)
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(2)夫婦関係
中年期 は夫婦関係 において も、外的 ・内的 な危機 に直面 しやす くなるといえる。女性に とって夫の存在
は非常に大 きく、夫婦関係 の安定は毎 日を充実 して送るために非常 に重要な要素であると推測で きる。
中年期 になると、配偶者の死 ・病気を経験する者 もある。今回の調査か らも、これらの事情で安定 した
夫婦 関係が保 てな くなると充実感が一転 して空虚感にかわる様子が伺われた。
『今は主人を亡 くして、 どうしようもな くむなしい… 』(Eさん)
『夫が病気 になってから子 どもが生 きがいになった』(Nさん)。
また、夫の遊びなどが原因で夫婦の信頼関係が崩れて しまった場合に も、空虚感 は著 しかった。
子 どもの自立 によって もまた、親 は夫婦関係の再確認 を迫 られる。岡本(1994)は「子育てに追われて
いた時期 の夫婦は、お互いにその父親/母 親役割によって結 びつ き、安定 していた側面が強かったが、子
どもの自立期 を迎えた夫婦においては、他 のものでは代替で きない関係、す なわち夫 にとって自分はいっ
たい何だったのか とい う、夫婦関係の再確認の欲求が高 まって くる」 と述べている。今回の調査では 『子
どもがだんだんと大 きくなって きて手が離 れて くる と、主人 と夫婦で出かけた りして楽 しかった』(Eさ
ん)と 、再び親密な夫婦関係 を持つことがで きる人がいる一方で、夫との気持ちのずれ を指摘 する声 もあ
った。
『子 どもが卒業 して、つまらなかった。主人との会話 もない し… 』(Qさん)
『最近(夫 の)粗 が見えて くる。今 までは(子 育てや生活 に)必 死だったで しょ。子 どもも手 を離れた、
(自営の)会 社 も良 くなった。 よく見つめ直 したら… 忙 しい方が良かったか な。(夫に)頼 らなくてもや
っていけるとい う気持ちが出て きたからね』(Jさん)
r子どもが大 きくなってきたら、主人とはや っぱ り離 れた関係 になって くるかなあ、考え方 とかね』(」
さん)
『年い くたびに性格が変 わって くるのか もしらないけど、(夫が)す ご く嫌な性格 になって くる』(1さ
ん)
岡本G994)は 、「子 どもの面倒 を見ることにより美婦関係が成 り立ち、調和が保 たれていた り、夫婦
の問題が子育ての影 に隠れている場合、子 どもの親離れによって、夫婦の問題が露呈する」と述べている。
夫婦がお互いの違いを認め受容 してい くのは大 きな仕事であるが、 自分 と配偶者 との新 しい関係 を再生 し
てい くための重要な課題で もある。Jungはこのような危機 を乗 り越えるには 「再婚の儀式」が必要である
といってお り(東 山1992)、玉谷(1992)はこのことを 「心理 的再婚」 と呼んでいる。
しかし、岡本(1994)は、「一般 に健康 な夫婦であれば、自己の有限性 を自覚 ・受容 し、その見通 しの
もとに、着実 に自分たちの家族が到達で きる社会的、経済的な将来設計を行 うことができ」、それによっ
て、家族は より鮮明な価値観 ・人生観を持つ ことがで きる と指摘 してい る。対象者 の中にも、これか ら
「子 どもの自立を経て、夫婦関係 を深め共に老後を楽 しく過 ごしたい」 と望む人が4名み られた。
(3)身体 と心の変化～更年期障害をはじめ とする不定愁訴～
中年期 になると身体的な面 にもいろいろな変化が現れて くる。田畑(1992)によれば、この時期は更年
期 と重な り、身体の不調は精神的不調 とあい まって憂欝感が増す という。
医学的に更年期 とは、ホルモ ンの分泌が減少 し生殖能力が終了す る時期であ り、それにともなう心身の
不調や種 々の障害が問題 となって くる。 日本女性が閉経 を迎 える平均年齢 は51歳であるが、産婦人科学的
にみると更年期は40～55歳と長 く、 この間の48～52歳を閉経周期 としている(井 上 ・江原編1995)。この
時期になると、かな りの人がほて りやのぼせ などの生理 的症状 を始 め、不眠、頭痛、急 な発汗、身体のだ
るさ、肩 や腰の痛みなどの身体的症状、さらには、抑 うつ感 、い らい ら、感情のコン トロールの不調など
の精神的症状 を訴 えるという(岡 本韮994、田畑1992)。小此木(1983)は「種 々の更年期現象は経験す る
が、それに巻 き込 まれて、それ以上病的な状態 に落ち込 むことはない」 と指摘するが、今回の調査では体
調の不調 によって憂欝 になるという報告が多 く、そのうちの2名は抑欝的な状態 を経験 していた。 また更
年期は、身体の変化にともなって、避けることので きない老化 という事実が明らかになって くる時期 とい
えよう。
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『更年期で色々考えるで しょう?45(歳)く らいから更年期で しょうねえ。身体、ものすご く心配 した
りするで しょう。(略)(身体の)調 子が悪 くなる し、またこれが変な病気 じゃないかと思 った りもする し。
不安感 とかイライラとか、そ うい うのが出て くると空虚になった り… 」(1さん)
『精神的には楽 なんだけど、なにか しんどい。性格 もあるかもしれないけ ど、なんで も考え込む方だか
ら。ち ょっと気分が滅入ると欝 にはいってしまうとい うか… 』(0さん)
『時々微熱が出て血圧が高いんです。更年期 というのはもうちょっと前 にそれ らしいのがあ りましたけ
どね。原因が分からないからね、余計心配 して しまうで しょう。それで また、同年代の友達 とかが倒れた
り、亡 くなった りする とね、私 もなにか悪いので はないか とか、ひ ょっとした ら… とい うような気 にな
ってしまいますで しょ』(Kさん)
『体力 の衰え。健康が今一つで… 老化 ってい うかね。どこがわるいわけ じゃないけど、 シャキシャキ
ッといかない ってい うの?』(Pさん)
この ように体調の悪化は、今現在の活動の制限となるばか りで なく、将来 に対する不安 にもなっている
ようであった。今 まで通 りにはいかない 自分 と、 これか ら先の人生が短 くなってきたことに気づいて健康
のあ りがたみを強調する人が多 く、今後の希望 も全体の70%に当たるひとが健康 をあげていた。 また、健
康 に加えて、自分 の老後の ことも考えに入ってくるようであった。迷惑 をかけた くない、ぼけた くない と
い う気持 ちを述べた人 も2名見 られた。
しか し、「50代前後 の更年期 も、成人女性に とって老年期への移行期 の始 まりを告げるもう一つの転換
期である」(岡本1994)というとらえ方 もで きる。月経が止まって妊娠 の可能性が亡 くなることは寂 しい
ことではあるが、それによって月経 にともなう身体的 ・精神的苦痛や生殖への不安か ら解放 されることも
事実である。生理的に"女 性であること"が 終わると、1心理的なとらわれからも解放されて、ある意味で
今 まで以上に活動的 に積極的に振 る舞 える ようになる人 もいるとい う(田 畑1992)。今 回の調査ではこの
点 についてはっきりと語 られることはなかったが、重要な視点であると思われる。
(4)親の介護 ・他界
中年期になると、子 どもの 自立 と相前後 して、親を失った り介護 した りしなければならない ことも多い。
夫婦が中年期 を迎 える頃、その両親は大体65歳か ら90歳ぐらいになっている。親が年老いて色んな意味で
夫婦に依存 し始める と負担が大き くなることになる。今 回の調査 でも、充実感が減少 したきっかけの トッ
プに 「(義理の)両 親 との同居 ・介護」があげられてお り、「親(義 理)の 他界、態度の軟化」に よって充
実感が増 したと答えている ものが3人もいることから、女性にとって義理の両親 との同居や介護が重い負
担になっていることが伺える。「妻にとって夫の両親の介護は、わが国の現状か らして、もっともス トレ
スの大 きな原因の一つ」(馬場1986)と な りうるであろう。
『両親の世話。 もう… 大変。二人 とも一緒 に病気 になった しね。おばあちゃんはちょっとぼけたから
ね。(略)四 六時中看ない といけなかったからね、大変で した』(Rさん)
『父親なんかが亡 くなって きてるし、それだけ負担がな くなるわね。お じいさんいたらやっぱ り大変 だ
もんね』(Jさん)
この ように、介護は決 して楽な ものではない。介護の負担 としては、心身の疲労、経済的負担、気 を抜
くことので きない緊張感や拘束感、 したいことがで きない不満感な どがあげられるが、一般的に経済的ス
トレスよ りも不安、無力感、憂欝 といった精神 的ス トレスの方が大 きい と報告 されている(M.H.Cantor
1985/袖井1989)。また、老いた親の姿が 自分の将来を見るようで何 とな く気が重 くなることもあるだろ
う。さらに、実の親の死は決定的な別れを意味 し、深い喪失感 を味 わう(東 山1992)こ とにもなる。自
分 と死を隔てていた親 の存在がな くなって、死 とい う現実に直面 し、次は自分の番であるといった不安な
気持 ちにか られることもある。
(5)ライフサイクルの変化～子 どもの独立後の時間～
長寿化 と小子化の影響で、中年期の女性 には、末子が独立 し母親役割が終了 してからも約30年にわたる
時間が残 されている。この長い時 間をどのように過ごすか、あるいは過ごす ことができるか も、大 きなテ
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一マの一つであろう。今回の調査では、母親役割の縮小によってあいた時間的 ・体力的 ・経済的ゆと りを
仕事 ・趣味 ・社会参加 ・友達付 き合いに投入 している、 と答 えた人がほ とんどであ った。
女性が働 きつづけるには様 々な困難が伴 う。特 に乳幼児期の子 どもを抱える母親の場合、育児 と仕事 を
両立 させ ることは体力的にも心理 的にも難 しく、母親としてのアイデンテ ィテ ィと職業人としてのアイデ
ンティティの葛藤 に悩む女性 も多い(岡 本1994)。
r(母親が働 いていてすご く寂 しかったから)私 も教師を していたんですけど、娘 にはそんな思い をさ
せた くないと思 って辞めたんです。(略)人の子の世話 をして自分の子 をちゃんと育てられないなんてね、
やっぱ り自分の子 をまず しっか り育てないとと思ってね』(Kさん)
r仕事 っていうのは制約で しょ?5時までは絶対 そこにいないといけないからね。それで私は働 いてる
ことに付 随 した社会参加 をしてたから、その活動が5時終 わってか らあるために子 どもに対する時間って
い うのが少なかったのね。だけど私の中の子 どもに対する意識が薄いかっていうとそんなことは全然無い
か ら、子 どもをかまうのは口ばっか りになって しまった(笑)』(Pさん)
ただ しそ ういった状況 も、子 どもが成長す るにつれて母親の葛藤は減少 し、仕事 にうち込みやす くなる
ようである。岡本(1994)は、「中年期まで職業 を継続 して きた女性は、母親役割の喪失に伴 う中年期の
危機 にも、仕事を通 して確立されたアイデンテ ィテ ィがあるため、比較的上手 く対応 できる場合が多い」
と指摘 している。 しか し、中には仕事人 としての役割喪失 を念頭において次の ように語る人 もあった。
『で も老後 に向けて、仕事がな くなった とき、それこそ空虚感 を感 じるか もしれないから、今のうちに
趣味 とか社会参加の仕事 を引 き受 けて忙 しくしておいた方がいいかもね』(Gさん)
また、今 まで仕事 を続 けてこなかった人たちも、これ まで子育てにむけて きたエネルギーを子育て以外
の ものに転換 し活用 してい く人が多い。今 回の調査で も、「仕事 を始めた、 または趣味 を(仕 事 と して)
教え始めた」 「新 しい趣味 を始めた」 とい うものはすべて35歳以上の年齢 に入ってか らの もので、「子 ども
の手が放 れて自分 中心の生活が可能になった」か らと答 える人が多かった。
『36(歳)からなんだけどね、本当に 自由に色 んなことがで きるようになったのはね。〈どうして?〉
子 どもがある程度大 きくなってきたってい うのが大 きな原因だと思うわ。時間がで きてきたっていうか』
(Aさん)
『ちょっと子 どもに手が離 れて きて 自分のことに時間が使 えるようになったから。お金 も時間 も自分 の
ために使 えるようになったか らやね。〈それをどの ように?〉 やっぱり友達 と食べに行 った り旅行 に行 っ
たり』(Fさん)
「子育てに忙 しいか ら、何 でも47、8(歳)までは身 につかないわ。50(歳)ぐ らいか らの方が 自分の
ものにな ります よ』(Qさん)
この ように、子 どもの手が離れるにつれて女性 は自分のために使える時間を持つ ことがで きるようにな
るが、現 に家事 は どん どん合理化 され、女性は家事だけでは生 きがいを感 じに くくなっている。東 山
(1992)は「新 しいアイデ ンティティとしての 『社会的存在感のある生 き方」」を求め、社会 とのつなが り
をもった自己表現の場 を持つために 「何 か したい」 と願 う女性が増えている と指摘 しているが、多 くの女
性 にとってそれは再就職、趣味活動、ボランティア活動、友達付 き合いなどの形をとる ようである。
『趣味 をどんどん していけるし、日曜になった らでかけられる し。お昼の時間に好 きな事 して、今一番
楽 しいかな(笑)』(Tさん)
『ボケ防止 にパー トに出て、頭使 う。家で同 じ事 を毎 日してるとねえ、ほんとにぼけるわ。だか らね、
ち ょっと外の空気 を。(略)働 くってい ったら責任があるけ ど、ボランテ ィアはねえ、 もう一つ緊張感が
ないと思って2(Rさん)
『子 どもが大 きくなった し、その友達 とか を大事 にして、その友達 と一緒 に映画行ったりご飯食べに行
った りとか、そういう風なのが ものす ごく私は今楽 しい し、今度いついつって言われたらその 日はものす
ご く楽 しみにしてるか ら』(Aさん)
また、今後仕事 ・趣味 ・社会参加 といった活動 を続けてい きたい、あるいは新 しく始 めたいといった声
も多かった。
『健康で、(美婦)二 人仲良 く。二人共通の趣味が持てたらいいなあ』(Hさん)
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『趣味 に生 きて主人 を大切に、お友達 を大切 にしていけたらと思ってる」(Qさん)
しか し、このように空いた時間を楽 しく過 ごせる人がいる一方で、特 にこれといって したい ことやで き
ることがないために、と りあえず このような形でやってい くしかないだろうと感 じている人 もいた。そう
い う意味では 「思秋期や空の巣症候群 は 『自分のためにだけ使 うことができる時剛 が生 じた時、それを
『何のため』 に使 うかがわか らないためのス トレスに対す る反応」(深沢1986)で ある という見方 もでき
るであろう。
『自分の生 きがいが何かって言われた らねえ、これってい う生 きがいがないってい うのは寂 しい よねえ。
(略)そうなった ら趣味 を生か してある程度 は社会参加するってい うことと、か らだに気 をつけて、楽 し
く過 ごせ るように持 ってい くしか しょうがないなあ』(1さん)
『本当は何 か自分がで きるお商売があった らいいけ ど、大変で しょ。や りがいのある… 趣味 はや りが
いがあるというても遊 びで しょ?今(自 営の)店 を手伝 ってるといって も、 どこまで行 って も手伝いって
い う形がある。だか ら小 さいお店で も自由にで きるような、儲 けな くて も自分の遊ぶお金 くらいはで きる
ようなお商売ができたらいいなあ と思 う。 自分の体のてこに合 うようなね』(Sさん)
これ らのことを考えると、青年期以来の自分の生 き方 を母親役割の喪失 を機 に見直 し、新たなアイデン
テ ィテ ィと自己実現の道 を獲得 して く人々 も少な くないが、現代社会は女性のあ り方が急速に変化 してお
り、まだこれ とい うモデル も確立 されていないこともあ り、まずは 「自分は何が したいのか」「何ができ
るのか」 とい うことから模索 していかな くてはならない段階であるともいえる。 しか し、いずれにせ よ、
仕事や趣味、友達付 き合いなどが中年期の生活を充実させるための欠かせ ない要素であることは事実であ
ろう。
3.中年期女性の心理的発達課題について
以上、面接調査の結果をもとに、中年期の女性が抱 える具体的な問題について述べた。中年期 の女性は、
自分 自身の人生の将来展望の狭ま りを感 じなが ら、残 された時間をいかに生 きるか とい うことについて考
えていかなければならな くなるとい えよう。 ここでは、 これ までの考察を踏 まえ、中年期の女性が抱える
と思 われる内的 ・心理的発達課題 ・テーマについて考察をすすめる。
小此木(1983)は、「中年の危機 は、老い を予測 し死 と出会い、人生の限界 を悟 ることによってそれら
の価値が突然むなしくなる下降体験 によって始まる」 と指摘 し、「それまで心 を支えていた価値観その も
のの動揺の最 中で、果た して何 が上昇 で何が下降なのかを改めて問い直すのが中年の危機である」と言 う。
河合(1989)もまた、「中年か ら老年 にかけての女性 の夢分析 において、昇る太陽 と沈 む太陽の=二つの太
陽が見 える夢 を報告 されたことが、二、三度ある」 と指摘 し、「これは きわめて印象的であ り、その女性
の人生の軌跡 は上昇 と下降の二つの矛盾 した状態をは らんでいることを示唆 している。 これはまった く大
変な状態である」 と語 っている。
小此木(1983)は、また次のように述べる。
本来は、青年期に選んだアイデンティティこそ真の自分の生き方であることに間違いはないにもかかわ
らず、それが誤りであったのではないかと迷い始め、別な自分の可能性こそ本当の自分の生き方ではない
かと思い始める。
これが惑いである… 惑いながら不惑の境地に達するという中年の精神的課題を達成する過程では、さ
まざまな内面的な喪失、挫折、葛藤が体験される。
更に小此木(1983)は、体力 ・社会的な力などの高まりについては下降がはじまるが、人間的な成熟 ・
内面的な自己体験のふかまりという面では中年期はむしろ上昇の年代であると述べ、そのことを納得する
には 「決定的な視座の転換」が必要であり、この視座の転換の達成が中年の最も基本的な発達課題である
と指摘する。
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ユ ング派 の女性分析家であるカース ト(1995)は、シシュボスの神話は40代の男女に密接に関わる神話
であるとし、彼女はその著書 「シシュボスの探求」 の中で、成果ではな く永遠の単調な反復 のプロセスそ
のものに意味 を見出す こと、成果を求めるという英雄的な(若 者的な)努 力の体験 を断念 し死 を含 む自己
の有限性を受け入れること、を中年期 の課題 としてあげているように思われる。
では、中年期 にある今回の調査対象者たちは実際には どの ような視座 の転換 を行い、自己の有限性 と折
り合おうとしていたのだろうか。
『隣の芝生は青い と思わない ようにしてるんです。(略)自分 が一番 と思ってた らそれが幸せで、人が
幸せを運んで くれるんじゃなくて、 自分の受け取 り方で しょ?(略)私 の上見た らきりがない、下見たら
きりが ないか らね』(Bさん)。
『充実 してきたと思 えるようになって きたのは、反面気持ち次第か もわか らない しね。思い ようによる
とい うことがわかって きたから。(略)人生 ってそれほど深刻 にならなくなってきたの。それ とねえ、人
の付 き合いが多 いか らね、恵 まれてると思 わない といけない なあと思 うようになったのね。(略)お かげ
さまで充実 してると思わない と仕方が無い、もったいないわね、そ う思わないとね』(Jさん)
rまあまあ、 まあまあ じゃないですか。(略)欲 を言ったらきりがない。ある程度で満足 しておかない
と。そ りゃ若い ときは色んな夢 とか… 。で も、こんな もん じゃないですか、人生って。そう思 ってます』
(Rさん)
これらの言葉が意味するものを正確に把握す るには丁寧 な事例の検討が必要であるが、 これらの言葉か
ら、つきつけられる自己の有限性を受け止め、あるいはあきらめて、現在の状態やこれまで ・これか らの
人生 を価値 ある もの としてなん とか受け入れてい きたい、という対象者の切なる思いを感 じることができ
る。筆者 にはこれ らの対象者が小此木や カース トの述べ る課題 を必ず しも全 うしているとは思えないが、
主体的に、あるいは外か らの圧力によって仕方 な くではあるが、その課題 をこな していこうと模索する姿
勢が現れているように思われる。上昇 と下降 とい う相反するベク トルがバ ランス を保つのは、「自分 はこ
れだけの人間で しかないが、 これだけの人間ではある」 という実感 を得 られた ときなのかもしれない。
一方、河合は、人生後半の課題に自分 なりの コスモロジーの完成 をあげている。
コスモ ロジー とは、この世 に存在する ものすべてを、 自分 もそこに入れこむことによって、 ひとつの全
体性 をもったイメージへ とつ くりあげることであ る。… 自己実現 という考 えは、と くに人生の後半のこ
とも考えるとき、自我の確立だけでは不十分であり、悪 とか死 とかをその構成のなかに取 り入れたコスモ
ロジーが必 要となって くるのである。(河合1983)
この ように、中年期 は少なか らず今 までの生 き方 ・ものの見方 に対するス タンスを変換 してい くことを
要求 される時期 である といえる。その方 向は、老い ・病 ・死 ・悪 とい った一見否定的に見えるものか ら、
生 ・成熟 ・希望 といったものまでを包み込 む全体性の確立へ向かうものである と思 われる。そのプロセス
を歩 むのは決 して容易なことではないが、一方で小此木 が 「(中年期の)危 機 を語る以前に、む しろこの
年代が青年期以来の実績の上に立って一定の社会的、家庭的な地位 を確立 し、実力を身につけ、もっとも
自信の高 まる年代 である」 と指摘するように、ほ とん どの人がそれな りに通過 してい く事実 も忘れてはな
らない。
4.今後の展望
中年期のあり方は多様である。比較的安定した地位を獲得して充実している人もあれば、多様な変化を
体験 している人、惑いの中にある人、様々である。そういった意味で、中年期は安定ともろさとを併せ持
つ時期であるといえる。また、危機を内抱する時期であるがゆえに、創造の可能性にひらかれているとも
考えられる。
今後は、中年期の女性が自分自身の老いをどのように体験し、有限ではあるが短 くはないこれからの人
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生 に臨 もうとするのかについて考 えていきたい。また、 これらのことを成 し遂げる際 に中年期 の女性 を支
える ものは何であるのか、について も考えてみたい。
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AStudyofMiddle・agedWomen'sThemeoft:he廿
Psycologic田DeveloPment
UENISHI,Yukiyo
Thispaperisaboutmiddle-agedwomen。sthemeoftheirpsycologicaldevelopment.First,itisexplainedthatthe
psycologicaldevelopmentofmiddleagehasboththeaffirmativeandnegativeside,sothemiddleageincludesthe
crisis.Next,throughtheintervlewwithmiddle-agedwomenaboutwhatinfluencestheirsenseoffUllness,fivepoints
arepickedoutasmainproblemswhichmiddle-agedwomenhave,andhowwomenexperiemceeachofthemis
considered.Thepo重ntsaretheirchildren'sindependence,therelationshipwiththeirhusband,thechangeoftheir
physicalcondit孟on,thecareforparentsandexperiencesoftheirparents'death,andthelongtimeaftenheir
children'sindependence.Last,women'sthemeofthei了psycologicaldevelopmentisexplainedffomtheviewpointsof
therecognitionoftheirownlimitationandthechangeofthierveiwpoints.
